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2020年度

数 学

（問題）

(R02140018) 

注意事項

1. 試験開始の指示があるまで，問題tt骨子および記述解答用紙には手を触れないこと。

2. 問題は4～5ページに記載されているe 試験中に問題冊子の印刷不鮮明，ページの落丁・ 乱丁およ

ぴ解答用紙の汚損等に気付いた場合lえ手を挙げて監督員に知らせること。

3. 解答はすべてF H Bの黒鉛筆またはEBのシャープペンシルで記入すること0

4. 記述解答用紙記入上の注意

(l）試験開始後可記述解答用紙の所定欄（2カ所） に， 氏名および受験番号を正確に丁寧に記入する

ことc

(2）所定欄以外に受験番号 氏名を記入した解答用紙は採点の対象外となる場合がある。

(3) 受験番号の記入にあたっては，次の数字見本にしたがい，読みやすいように， 正確に丁寧に記入

すること。

｜ 数字見本 joj I j2131415161ヮI8 I 9 I 

(4) 受験喬号は有詰めで記入し， 余白が生じる場合でも受験番号の前に「0」を記入しないこと。

｜万｜千｜百｜十｜ー｜
（例） 3825香コ｜ I 3 I s I 2 I s I 

(5) 計算の途中経過を記述することt 記述されていない解答は採点の対象外となる場合がある。

(6) 定規，コンパスを使用してもよい。

5. 解答はすべて所定の解答欄に記入すること。所定の解答欄以外に何かを記入した解答用紙は採点の

対象外となる場合があるの なお，所定の解答欄は記述解答用紙に指示されている部分とするe

6. 試験終了の指示が出たら句すぐに解答をやめ，筆記用具を置き解答用紙を裏返しにすること。

7白 いかなる場合でも， 解答用紙は必ず提出すること。

8. 試験終了後，問題冊子は持ち帰ること。
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α，bを定数とする。｜羽数f(x)= :r3 一3a,r;2十12x十bはX＝αでJ惰大値をとり， X= pで

極小値をとる。次の間に答えよ。

( 1 ) .f(:r）が極大値および極小値をとるために，定数αぅ b が~r:11たすべき条件を求めよ。

(2) f(x）の導関数を f'(:r）とする。：ιの整式 f(x）を整式 f'(:r）で、割ったときの余りを

求めよ。

( 3) f（α）十J(/3）を仏bを用いて表せ。

( 4) .f（α）十.f(,6) = （）となる実数の組（α＇b）の集合を αb半面上に図示せよ。

2 

m,nを白然数とする。次の間に答えよ。

( 1 ）関数J(x)＝乞（x-k)2の最小値と，そのときのzの値をれを用いて表せ。

( 2 ）定数a.1，α2，向はα1＜α2く α3を満たす。関数g(x)= Ix－α11 + 17; α21 + Ix α；31の
最小値と， そのときのzの値をα1，α2，α3を用いて表せ。

( 3 ）関数 h(x)＝ 工 Ix-2k1の最小値と，そのときの Zの債をmを用いて表せ。
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I r- ¥ I /5 V3¥ I ¥ !-v5 v3¥ I r- ¥ 
座標平市i上の5つの点P,(-J5司ol,Pっ（一一一一一－） p什oO) Pi （一一一一一卜Pd、正0)1¥ ,, ) "¥ 2' 2J' ＇＂＼＇） 、生＼ 2’ 2ノ リ＼＇ぽ ) 

をそれぞれ中心とする半怪1の円を C1,C2, C::i, C4『C5とする。 次の問に答えよ。

( 1 ) 1つ以上の円に｜井iまれる領域の面積を求めよ。

( 2 ) 2つ以上の円と接する直線の本数を求めよ。

( 3) 3つ以上の円と外接する円の半径をすべて求めよ。

［以下余白］

h v 



（この欄に書き入れてはならない）
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（注意） 所定欄以外に受験番号・氏名を
記入しではならない。記入した
解答用紙は採点の対象外となる
場合がある。

“ .. 

<2020 R02140018> 

学（解答用紙）数 （この線より下を解答欄とする）十百千万
受

験

番

号

( 2) 

所定欄以外に受験番号・氏名を
記入しではならない。記入した
解答用紙は採点の対象外となる
場合がある。

（この線より下を解答欄とする）

計算の途中経過を記述すること。
記述されていない解答は採点の対象外となる場合がある。

氏

名

（注意）

( 3) 

1 

( 1 ) 

3 

( 1 ) 

( 2) 

( 2) 

( 3) 

( 4) 

( 3) 

2 

( 1 ) 

（解答欄が不足した場合に限り裏面を解答欄として使用してよい）



（この面を解答欄として使用する場合は以下に書くこと）

（以下は使わないこと）




